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秋号

鹿嶋市
悠久の歴史と工業、スポーツのまち鹿嶋

保険者
紀行

桜川市� 桜川市長　大塚　秀喜
「ヤマザクラと市民の幸せが咲く
まち桜川」の実現を目指して

表紙
巻頭言



秋号の表紙

桜川市
「酒寄みかん園」

　温州みかん栽培の「北限
地」とされる桜川市真壁町酒
寄地区。筑波山の温暖な斜面
を活かし、例年10月下旬か
ら12月上旬にかけてみかん
狩りを楽しめます。コクのあ
る甘酸っぱい果実をその場で
贅沢に味わえます。
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本
市
は
、
国
指
定
名
勝
「
桜
川
の

サ
ク
ラ
」
を
は
じ
め
と
す
る
豊
か
な

自
然
と
歴
史
に
恵
ま
れ
た
ま
ち
で

す
。
市
民
の
皆
様
が
安
心
し
て
暮
ら

し
続
け
ら
れ
る
よ
う
、「
健
康
」と「
活

力
」
を
柱
と
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
推

進
し
て
い
ま
す
。

近
年
で
は
、
多
世
代
交
流
の
拠
点

と
な
る
「
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
さ
く

ら
す
」
の
開
館
を
は
じ
め
、
地
域
経

済
の
活
性
化
に
寄
与
す
る
「
上
曽
ト

ン
ネ
ル
」
の
開
通
や
「
桜
川
筑
西
Ｉ

Ｃ
周
辺
地
域
」
の
開
発
な
ど
、
新
た

な
に
ぎ
わ
い
の
創
出
に
向
け
た
取
組

を
着
実
に
進
め
て
お
り
ま
す
。

一
方
で
、
本
市
で
は
高
齢
化
率
が

35
％
を
超
え
、
全
国
平
均
を
上
回

る
ペ
ー
ス
で
少
子
高
齢
化
が
進
行
し

て
い
ま
す
。
令
和
４
年
に
は
過
疎
地

域
の
指
定
を
受
け
る
な
ど
、
人
口
減

少
は
極
め
て
深
刻
な
課
題
と
な
っ
て

い
ま
す
。
国
民
健
康
保
険
に
お
い
て

も
、
被
保
険
者
の
高
齢
化
に
伴
い
、

生
活
習
慣
病
の
リ
ス
ク
の
増
加
や
、

一
人
当
た
り
医
療
費
の
増
加
が
大
き

な
課
題
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

さ
ら
に
、こ
う
し
た
状
況
に
加
え
、

新
た
に
「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
金

制
度
」
が
創
設
さ
れ
、
国
民
健
康

保
険
税
が
そ
の
財
源
確
保
の
一
翼
を

担
う
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
制
度
の

安
定
的
な
運
営
と
加
入
者
間
の
公

平
性
を
確
保
す
る
と
と
も
に
、
増
大

す
る
財
政
負
担
に
適
切
に
対
応
す

る
た
め
、
本
市
で
は
今
年
度
、
国
民

健
康
保
険
税
率
の
改
定
を
実
施
い

た
し
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、
本

市
で
は
「
桜
川
市
国
民
健
康
保
険

第
3
期
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
計
画
・
第

4
期
特
定
健
康
診
査
等
実
施
計
画
」

に
基
づ
き
、
自
己
負
担
を
抑
え
た
住

民
健
診
や
医
療
機
関
健
診
の
実
施
、

人
間
ド
ッ
ク
費
用
へ
の
助
成
な
ど
、

受
診
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
を
進

め
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
生
活
習
慣

病
の
重
症
化
予
防
に
向
け
た
保
健

指
導
の
充
実
や
、
健
診
未
受
診
者
へ

の
個
別
ア
プ
ロ
ー
チ
の
強
化
に
も
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
デ
ー

タ
分
析
に
よ
り
地
域
の
健
康
課
題

を
的
確
に
把
握
し
、
効
果
的
か
つ
効

率
的
な
保
健
事
業
の
推
進
に
努
め

て
お
り
ま
す
。

今
後
と
も
、
本
市
の
将
来
像
で

あ
る
「
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
と
市
民
の
幸
せ

が
咲
く
ま
ち
桜
川
」の
実
現
に
向
け
、

茨
城
県
や
県
国
民
健
康
保
険
団
体

連
合
会
を
は
じ
め
と
す
る
関
係
機

関
と
の
連
携
を
一
層
強
化
し
、
国
民

健
康
保
険
制
度
の
安
定
的
な
運
営

と
持
続
可
能
な
地
域
医
療
の
確
保

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

「
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
と
市
民
の
幸
せ
が
咲
く
ま
ち
桜
川
」

の
実
現
を
目
指
し
て

桜川市長

大 塚  秀 喜

巻 頭 言



　

令
和
8
年
第
2
回
通
常
総
会
が

７
月
28
日
（
火
）
に
、
茨
城
県
市

町
村
会
館
「
大
会
議
室
」
で
開
催

さ
れ
、
令
和
7
年
度
事
業
報
告
及

び
各
会
計
歳
入
歳
出
決
算
な
ど
議

決
事
項
12
件
を
上
程
し
、
全
議
案

と
も
原
案
通
り
可
決
承
認
さ
れ

た
。

　

は
じ
め
に
、小
田
川
理
事
長（
つ

く
ば
み
ら
い
市
長
）
よ
り
、
会
員

及
び
来
賓
者
に
対
し
感
謝
の
意
を

述
べ
る
と
と
も
に
「
自
治
体
に
お

い
て
は
、
人
材
不
足
や
業
務
の
複

雑
化
な
ど
課
題
が
あ
り
、
持
続
可

能
な
行
政
運
営
等
に
向
け
た
検
討

が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
厚
生
労
働

省
が
設
置
し
た
『
自
治
体
の
事
務

負
担
軽
減
に
向
け
た
都
道
府
県
国

保
連
合
会
の
役
割
強
化
に
関
す
る

会
議
』
に
お
い
て
、
中
間
と
り
ま

と
め
が
公
表
さ
れ
た
。
こ
の
中

で
、
市
町
村
の
事
務
負
担
軽
減
を

図
る
た
め
、
国
保
連
合
会
が
受
託

で
き
る
事
務
範
囲
の
明
確
化
を
は

じ
め
、共
同
処
理
や
デ
ー
タ
活
用
、

保
健
事
業
支
援
な
ど
、
国
保
連
合

会
の
役
割
を
さ
ら
に
強
化
し
て
い

く
方
向
性
が
示
さ
れ
た
と
こ
ろ
で

あ
る
。
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、
国
の

動
向
を
注
視
し
な
が
ら
、
市
町
村

の
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
、
医
療
・
保

健
・
介
護
・
福
祉
分
野
を
支
え
る

総
合
専
門
機
関
と
し
て
、
保
険
者

支
援
の
充
実
に
努
め
て
ま
い
り
た

い
。」
と
あ
い
さ
つ
し
た
。

　

続
い
て
、
来
賓
の
茨
城
県
保
健

医
療
部
次
長　

小
野
幸
子
氏
か

ら
「
皆
保
険
制
度
を
堅
持
し
、
安

定
的
な
財
政
運
営
を
行
う
た
め
に

は
、
医
療
費
適
正
化
の
推
進
、
そ

れ
ら
を
支
え
る
市
町
村
事
務
の
安

定
的
な
運
営
が
必
要
不
可
欠
で
あ

る
。
茨
城
県
と
し
て
も
全
国
で
進

め
ら
れ
て
い
る
国
民
健
康
保
険
料

水
準
統
一
に
向
け
、
今
年
度
県
と

市
町
村
で
議
論
を
開
始
し
た
と
こ

ろ
で
あ
る
。

　

ま
た
、
国
に
お
い
て
は
、
市
町

村
の
事
務
負
担
軽
減
に
向
け
た
国

保
連
の
機
能
強
化
に
関
す
る
検
討

会
が
設
置
さ
れ
、
国
保
連
の
必
要

性
が
示
さ
れ
た
。
今
後
は
、
各
市

町
村
の
保
健
事
業
を
支
援
す
る
こ

と
が
、大
い
に
期
待
さ
れ
て
い
る
。

　

国
民
健
康
保
険
を
は
じ
め
と
す

る
社
会
保
険
制
度
の
運
営
に
は
、

国
保
連
合
会
は
欠
か
せ
な
い
組
織

で
あ
る
。
引
き
続
き
の
ご
尽
力
を

お
願
い
し
た
い
。」
と
あ
い
さ
つ

さ
れ
た
。

　

そ
の
後
、
小
田
川
理
事
長
が
議

長
を
務
め
議
事
に
入
り
、
報
告
事

項
で
は
、
令
和
７
年
度
各
会
計
歳

入
歳
出
予
算
補
正
な
ど
８
件
を
報

告
し
た
。

　

続
く
議
決
事
項
で
は
、
規
約
の

一
部
改
正
、
令
和
７
年
度
事
業
報

告
及
び
各
会
計
歳
入
歳
出
決
算
、

財
産
目
録
の
認
定
な
ど
12
件
が
上

程
さ
れ
、
原
案
通
り
可
決
承
認
さ

れ
た
。

小田川理事長
（つくばみらい市長）

令
和
7
年
度
事
業
報
告
等
原
案
通
り
可
決小野茨城県保健医療部

次長

監査報告をする
中島監事（美浦村長）
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令和 8年第 2回通常総会　開催



提 案 総 括 表

公　　告

報告事項
　〔専決事項：令和8年第2回理事会（書面審議）：令和8年3月19日可決〕
報告第  7号　令和7年度茨城県国民健康保険団体連合会一般会計歳入歳出予算補正について
報告第  8号　�令和7年度茨城県国民健康保険団体連合会診療報酬審査支払特別会計歳入歳出予算補正に

ついて
報告第  9号　�令和7年度茨城県国民健康保険団体連合会後期高齢者医療事業関係業務特別会計歳入歳出

予算補正について
報告第10号　�令和7年度茨城県国民健康保険団体連合会介護保険事業関係業務特別会計歳入歳出予算補

正について
報告第11号　�令和7年度茨城県国民健康保険団体連合会障害者総合支援法関係業務等特別会計歳入歳出

予算補正について
報告第12号　�令和7年度茨城県国民健康保険団体連合会職員退職手当特別会計歳入歳出予算補正について
報告第13号　令和8年度茨城県国民健康保険団体連合会一般会計歳入歳出予算補正について
　〔専決事項：令和8年第3回理事会：令和8年7月7日可決〕
報告第14号　�令和8年度茨城県国民健康保険団体連合会診療報酬審査支払特別会計歳入歳出予算補正に

ついて

議決事項
議案第21号　茨城県国民健康保険団体連合会規約の一部を改正する規約について
議案第22号　令和7年度茨城県国民健康保険団体連合会事業報告の認定について 
議案第23号　令和7年度茨城県国民健康保険団体連合会一般会計歳入歳出決算の認定について
議案第24号　�令和7年度茨城県国民健康保険団体連合会診療報酬審査支払特別会計歳入歳出決算の認定

について
議案第25号　�令和7年度茨城県国民健康保険団体連合会後期高齢者医療事業関係業務特別会計歳入歳出

決算の認定について
議案第26号　�令和7年度茨城県国民健康保険団体連合会特定健康診査・特定保健指導等事業特別会計歳

入歳出決算の認定について 
議案第27号　�令和7年度茨城県国民健康保険団体連合会介護保険事業関係業務特別会計歳入歳出決算の

認定について
議案第28号　�令和7年度茨城県国民健康保険団体連合会障害者総合支援法関係業務等特別会計歳入歳出

決算の認定について
議案第29号　�令和7年度茨城県国民健康保険団体連合会職員退職手当特別会計歳入歳出決算の認定につ

いて
議案第30号　�令和7年度茨城県国民健康保険団体連合会旧国保会館跡地貸付事業特別会計歳入歳出決算

の認定について
議案第31号　令和7年度茨城県国民健康保険団体連合会財産目録の認定について
議案第32号　�茨城県国民健康保険団体連合会ICT等を活用した審査支払業務等の高度化・効率化のため

の積立資産の処分について

　国民健康保険法施行令第26条において準用する同令24条の規定により、令和7年度茨城県国民健康
保険団体連合会事業報告及び各会計歳入歳出決算並びに財産目録を公告する。
　令和8年 7月28日

茨城県国民健康保険団体連合会　
理事長　小田川   浩　　　
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令
和
7
年
度
茨
城
県
国
民
健
康

保
険
団
体
連
合
会
事
業
報
告

　

令
和
7
年
度
は
、
本
会
の
基
幹
業
務
で
あ
る

審
査
支
払
業
務
や
保
険
者
支
援
事
業
等
、
事

業
計
画
に
基
づ
き
実
施
す
る
事
業
の
ほ
か
、
審

査
基
準
の
統
一
化
を
見
据
え
た
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

チ
ェ
ッ
ク
項
目
の
拡
充
に
よ
る
審
査
業
務
の
適

正
化
・
効
率
化
や
、
支
払
基
金
と
の
審
査
・
支

払
領
域
の
共
同
利
用
な
ど
に
取
組
ん
だ
。
ま
た
、

令
和
8
年
4
月
か
ら
稼
働
の
「
介
護
情
報
基
盤
」

の
運
用
に
向
け
、
必
要
な
準
備
を
行
っ
た
。
加

え
て
、
茨
城
県
か
ら
の
委
託
を
受
け
Ｋ
Ｄ
Ｂ
補

完
シ
ス
テ
ム
を
稼
働
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
保

険
者
に
タ
イ
ム
リ
ー
に
デ
ー
タ
提
供
を
行
う
と

と
も
に
、
複
雑
な
デ
ー
タ
分
析
や
二
次
加
工
の

手
間
を
軽
減
し
、
効
率
的
な
保
健
事
業
の
推
進

に
貢
献
し
た
。

主
な
取
組
状
況
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

１�

．
審
査
支
払
業
務
の
効
率
化
・
高
度
化
と
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
チ
ェ
ッ
ク
シ
ス
テ
ム
の
整
備
等

⑴�　
「
国
保
審
査
業
務
充
実
・
高
度
化
計
画
」

及
び
「
審
査
支
払
機
能
に
関
す
る
改
革
工

程
表
」
の
実
現
に
向
け
、
審
査
基
準
の
全

国
統
一
等
の
審
査
支
払
機
関
改
革
に
つ
い

て
、
審
査
委
員
会
と
連
携
の
う
え
実
施
し

た
。

⑵�　

画
面
審
査
に
お
け
る
シ
ス
テ
ム
チ
ェ
ッ

ク
項
目
の
拡
充
に
つ
い
て
、
全
国
統
一
の

動
向
と
保
険
者
ニ
ー
ズ
の
バ
ラ
ン
ス
に
留

意
し
な
が
ら
適
切
な
項
目
の
設
定
に
取
り

組
む
と
と
も
に
、
随
時
見
直
し
を
行
い
適

正
な
審
査
と
業
務
の
効
率
化
を
図
っ
た
。

⑶�　

県
か
ら
の
委
託
を
受
け
、
Ｋ
Ｄ
Ｂ
補
完

シ
ス
テ
ム
の
安
定
稼
働
及
び
保
険
者
支
援

の
充
実
に
向
け
た
対
応
を
行
っ
た
。

⑷�　

介
護
保
険
審
査
支
払
等
シ
ス
テ
ム
、
障

害
者
総
合
支
援
給
付
審
査
支
払
等
シ
ス
テ

ム
の
ク
ラ
ウ
ド
化
に
伴
い
、
安
定
稼
働
に

向
け
た
対
応
を
行
う
と
と
も
に
、
令
和
８

年
度
か
ら
稼
働
し
令
和
10
年
度
か
ら
本
格

稼
働
す
る
介
護
情
報
基
盤
に
つ
い
て
は
、

国
保
中
央
会
・
市
町
村
な
ど
と
連
携
し
て

準
備
を
行
っ
た
。

⑸�　

令
和
8
年
度
か
ら
の
予
防
接
種
関
連
シ

ス
テ
ム
の
円
滑
な
稼
働
に
向
け
、
県
・
市

町
村
・
医
師
会
な
ど
と
連
携
し
て
準
備
を

行
っ
た
。

2
．
保
険
者
支
援
の
拡
充

⑴�　

第
三
者
行
為
損
害
賠
償
求
償
事
務
に
つ

い
て
、
国
保
法
の
改
正
に
よ
り
、
令
和
７

年
度
よ
り
市
町
村
か
ら
の
委
託
を
受
け
た

都
道
府
県
に
お
い
て
、
広
域
的
又
は
専
門

的
な
も
の
に
関
す
る
求
償
事
務
が
実
施
可

能
と
な
っ
た
た
め
、
国
な
ど
の
動
向
を
踏

ま
え
、
引
き
続
き
、
保
険
者
事
務
の
軽
減

に
資
す
る
よ
う
努
め
た
。

⑵�　
「
国
保
・
後
期
高
齢
者
ヘ
ル
ス
サ
ポ
ー

ト
事
業
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
に
基
づ
き
、
保

健
事
業
支
援
・
評
価
委
員
会
と
連
携
し
た

支
援
を
行
う
と
と
も
に
、
高
齢
者
の
保
健

事
業
と
介
護
予
防
の
一
体
的
な
実
施
、
特

定
健
診
・
特
定
保
健
指
導
、
糖
尿
病
性
腎

症
重
症
化
予
防
等
に
つ
い
て
、
県
・
後
期

高
齢
者
医
療
広
域
連
合
と
連
携
し
た
保
険

者
支
援
を
行
っ
た
。

⑶�　

Ｋ
Ｄ
Ｂ
補
完
シ
ス
テ
ム
に
よ
り
、
生
活

習
慣
病
重
症
化
予
防
や
重
複
・
多
剤
服
薬

者
等
の
対
象
者
を
抽
出
し
、
市
町
村
に
お

け
る
保
健
師
等
に
よ
る
早
期
介
入
に
つ
な

げ
る
こ
と
で
保
険
者
に
お
け
る
重
症
化
予

防
や
医
療
費
適
正
化
を
支
援
し
た
。

⑷�　

効
果
的
な
広
報
事
業
と
し
て
、
Ｊ
Ｒ
常

磐
線
を
は
じ
め
と
し
た
県
内
各
路
線
の
駅

や
電
車
内
に
被
保
険
者
啓
発
ポ
ス
タ
ー
を

掲
示
し
、
国
保
制
度
の
啓
発
を
図
っ
た
。

⑸�　

本
会
、
市
町
村
、
委
託
業
者
の
三
者
間

で
契
約
し
、
特
定
健
診
受
診
率
向
上
共
同

事
業
を
行
っ
た
。

⑹�　

国
保
連
合
会
を
取
り
巻
く
環
境
の
変
化

に
対
応
す
る
た
め
変
革
対
応
の
検
討
を
開

始
し
た
と
こ
ろ
、
厚
生
労
働
省
が
「
自
治

体
の
事
務
負
担
軽
減
に
向
け
た
都
道
府
県

国
民
健
康
保
険
団
体
連
合
会
の
役
割
強
化

に
関
す
る
会
議
」
を
設
置
し
、
令
和
8
年

3
月
に
「
中
間
と
り
ま
と
め
」
が
発
出
し

た
こ
と
か
ら
、
併
せ
て
検
討
し
て
い
く
こ

と
と
し
た
。

3
．
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
の
推
進
等

本
会
が
保
有
す
る
個
人
情
報
を
は
じ
め
と
す

る
全
て
の
情
報
資
産
を
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
上

の
脅
威
か
ら
保
護
す
る
た
め
、
認
証
取
得
し
た

情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム

（
Ｉ
Ｓ
Ｍ
Ｓ
）
に
基
づ
き
、
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

を
確
保
し
た
。

4
．
会
務
運
営
の
健
全
化
等

⑴�　

総
会
及
び
理
事
会
の
議
事
録
を
は
じ

め
、
財
務
諸
表
の
公
開
を
行
う
な
ど
、
引

き
続
き
、会
務
運
営
の
透
明
化
を
図
っ
た
。

⑵�　

会
計
処
理
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
、

監
事
に
よ
る
監
査
、
公
認
会
計
士
に
よ
る

外
部
監
査
及
び
財
務
監
察
担
当
に
よ
る
抜

き
打
ち
検
査
等
に
よ
り
適
正
化
を
図
る
と

と
も
に
、
円
滑
な
業
務
処
理
に
努
め
、
効

果
的
・
効
率
的
な
運
用
を
行
っ
た
。

⑶�　

財
政
の
健
全
化
を
図
る
た
め
、
契
約
事

務
の
適
正
化
、
物
件
費
等
内
部
経
費
の
縮

減
等
に
努
め
た
。

⑷�　

職
員
研
修
基
本
計
画
に
基
づ
き
、
専
門

性
の
高
い
職
員
の
育
成
等
に
努
め
る
と
と

も
に
、
業
務
処
理
の
効
率
化
な
ど
に
よ
り

働
き
方
改
革
を
進
め
た
。

5
．
診
療
報
酬
等
審
査
支
払
確
定
状
況

区　　分 件　　数 支払額（円） 対前年度比
件数（％） 支払額（％）

国民健康保険診療報酬審査支払確定状況 9,049,589 175,057,148,590 △ 4.25 △ 0.72
後期高齢者医療診療報酬審査支払確定状況 13,037,811 380,899,636,223 2.65 3.69
公費負担医療費審査支払確定状況（国保＋後期） （549,791） 3,449,480,610 1.63 2.38
医療福祉費審査支払確定状況 （1,821,186） 7,239,875,813 △ 1.45 △ 2.88
後期高齢者医療歯科健康診査支払確定状況 10,832 53,618,400 △ 7.06 4.56
出産育児一時金等支払確定状況 1,339 638,929,266 △ 4.22 △ 4.42
妊婦・乳児健康診査委託料審査支払確定状況 239,616 1,922,898,869 △ 0.95 18.02
特定健康診査等費用支払確定状況（後期高齢者健診費用含む） 212,703 1,892,895,779 0.14 0.85
介護給付費等（公費含む）支払確定状況 3,739,360 243,592,018,980 3.61 2.16
障害者総合支援等給付審査支払確定状況 681,152 95,244,198,820 6.48 9.10

合　　計 26,972,402 909,990,701,350 0.35 2.88
※公費負担医療費及び医療福祉費の件数は国保診療報酬及び後期高齢者医療診療報酬の再掲
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令和 7年度会計別決算概要について
○歳入歳出決算状況について （単位：円）

会計別
令和 7年度 令和 6年度 収支差引額の

前年度との比較
（A）−（B）予算現額 収入済額 支出済額 収支差引額（A）収支差引額（B）

一般会計 719,123,000 662,699,133 599,931,223 62,767,910 85,052,653 △ 22,284,743

診療報酬審査支払特別会計 2,580,682,000 2,348,983,553 2,156,120,836 192,862,717 289,599,451 △ 96,736,734

後期高齢者医療事業関係業務特別会計 2,176,950,000 2,048,800,603 1,926,462,301 122,338,302 165,404,482 △ 43,066,180

特定健康診査・特定保健指導等事業特別会計 96,084,000 77,429,042 75,817,734 1,611,308 24,260,872 △ 22,649,564

介護保険事業関係業務特別会計 495,088,000 416,524,546 387,091,569 29,432,977 66,937,128 △ 37,504,151

障害者総合支援法関係業務等特別会計 180,491,000 163,879,396 154,668,867 9,210,529 41,480,943 △ 32,270,414

職員退職手当特別会計 69,183,000 46,396,517 43,911,192 2,485,325 0 2,485,325

旧国保会館跡地貸付事業特別会計 1,324,000 2,051,338 1,040,000 1,011,338 729,954 281,384

一般会計・特別会計（業務勘定）計 6,318,925,000 5,766,764,128 5,345,043,722 421,720,406 673,465,483 △ 251,745,077

会計別
令和 7年度 令和 6年度 収支差引額の

前年度との比較
（A）−（B）予算現額 収入済額 支出済額 収支差引額（A）収支差引額（B）

審査支払特別会計（国保分） 202,527,592,000 175,059,644,983 175,059,632,422 ※　　  12,561 2,035,823 △ 2,023,262

審査支払特別会計（公費負担医療分） 3,373,516,000 2,765,667,237 2,765,667,237 0 51,067 △ 51,067

審査支払特別会計（医療福祉分） 8,893,109,000 7,240,875,813 7,240,875,813 0 17,729 △ 17,729

審査支払特別会計（出産育児一時金等分） 834,006,000 638,929,266 638,929,266 0 0 0

審査支払特別会計（健康保険診療報酬分） 9,000 0 0 0 0 0

審査支払特別会計（抗体検査等費用分） 10,000 0 0 0 0 0

審査支払特別会計（妊婦・乳児健康診査費等分） 2,231,273,000 1,922,898,869 1,922,898,869 0 0 0

後期高齢者医療事業関係業務
特別会計（後期高齢者医療分） 411,261,172,000 380,902,187,139 380,902,156,707 ※　　  30,432 4,170,238 △ 4,139,806

後期高齢者医療事業関係業務
特別会計（公費負担医療分） 832,145,000 686,213,850 686,213,850 0 0 0

後期高齢者医療事業関係業務
特別会計（歯科健康診査分） 99,006,000 53,618,400 53,618,400 0 0 0

特定健康診査・特定保健指導等事業特別会計
（特定健康診査・特定保健指導等費用分） 2,188,005,000 1,892,881,066 1,892,881,066 0 7,793 △ 7,793

介護保険事業関係業務特別会計
（介護給付費等分） 257,480,169,000 240,728,720,304 240,728,720,304 0 15,858 △ 15,858

介護保険事業関係業務特別会計
（公費負担医療等分） 3,392,595,000 2,863,298,676 2,863,298,676 0 0 0

障害者総合支援法関係業務等
特別会計（障害介護給付費分） 79,665,423,000 74,372,045,310 74,372,045,310 0 0 0

障害者総合支援法関係業務等
特別会計（障害児給付費分） 22,804,879,000 20,870,878,717 20,870,878,717 0 0 0

特別会計（支払勘定）　計 995,582,909,000 909,997,859,630 909,997,816,637 42,993 6,298,508 △ 6,255,515

合　　　計 1,001,901,834,000 915,764,623,758 915,342,860,359 421,763,399 679,763,991 △ 258,000,592

※　支払保留分
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国保の加入状況等
令和4年度 令和5年度 令和6年度

総世帯数（世帯） 30,974 31,075 31,190
総人口（人） 66,027 65,493 64,787

国保被
保険者

加入世帯数（世帯） 9,964 9,599 9,223
被保険者数（人） 15,337 14,554 13,797

被保険者加入率（％） 23.2 22.2 21.3

保険料（税）
収納状況

1人当たりの調定額（円） 84,370 85,792 86,783
収納率（％）（現年分） 95.05 94.69 94.20

1人当たりの療養諸費費用額（円） 354,573 369,368 370,844

医療費適正化
対策の状況

1人当たりの財政効果額（円） 2,139 2,053 1,837
財政効果率（％） 0.72 0.66 0.60

保健事業費の
状況

1人当たりの保健事業費（円） 877 1,135 1,137
保険料（税）に占める割合（％） 1.09 1.40 1.39

特定健診・
特定保健指導

の状況

特定健診受診率（％） 35.3 35.3 36.0
特定保健指導実施率（％） 29.5 38.1 37.0

83,000

83,500

84,000

84,500

85,000

85,500

86,000

86,500

87,000

令和4年度 令和5年度 令和6年度

（円） （％）
1人当たりの調定額（円）
収納率（%）（現年分）

93.0

93.5

94.0

94.5

95.0

95.5

84,370 85,792 86,783

95.05

94.20

94.69

※総人口・総世帯数：住民基本台帳より入力 
　総人口・総世帯数以外：国民健康保険事業年報より入力（年間平均）
　特定健診・特定保健指導の状況：特定健診等データ管理システムからの情報を入力

保険者の概況
国保税収納状況〔現年度分〕

鹿
嶋
市
は
、
茨
城
県
東
南
部
に
位
置
し
、

東
に
雄
大
な
太
平
洋
、
西
に
穏
や
か
な
北
浦

を
臨
む
水
と
緑
に
恵
ま
れ
た
ま
ち
で
す
。
黒

潮
の
影
響
を
受
け
四
季
を
通
じ
て
温
暖
な
気

候
に
恵
ま
れ
過
ご
し
や
す
い
環
境
で
す
。
古

く
か
ら
常
陸
国
一
之
宮
・
鹿
島
神
宮
の
門
前

町
と
し
て
発
展
し
て
き
た
一
方
、
昭
和
30
年

代
後
半
か
ら
始
ま
っ
た
鹿
島
開
発
を
契
機

に
、
鹿
島
港
を
中
心
と
し
た
鹿
島
臨
海
工
業

地
帯
が
建
設
さ
れ
、
鉄
鋼
業
を
主
要
産
業
と

し
た
近
代
工
業
都
市
へ
と
大
き
く
変
貌
を
遂

げ
ま
し
た
。

ま
た
、
Ｊ
リ
ー
グ
屈
指
の
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム

鹿
島
ア
ン
ト
ラ
ー
ズ
の
ホ
ー
ム
タ
ウ
ン
で
も

あ
り
、
ス
ポ
ー
ツ
の
ま
ち
と
し
て
も
国
内
外

に
広
く
知
れ
渡
っ
て
い
ま
す
。
メ
ル
カ
リ
ス

タ
ジ
ア
ム
（
県
立
カ
シ
マ
サ
ッ
カ
ー
ス
タ
ジ

ア
ム
）
は
、
Ｊ
リ
ー
グ
の
試
合
開
催
の
み
な

ら
ず
、
2
0
0
2
Ｆ
Ｉ
Ｆ
Ａ
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ

プ
、
東
京
2
0
2
0
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
サ
ッ

カ
ー
競
技
が
開
催
さ
れ
る
な
ど
、
世
界
的
な

大
会
の
舞
台
と
な
り
ま
し
た
。

保険者紀行

鹿嶋市

鹿島神宮
　鹿島神宮は紀元前660年の創祀と伝えられ、
東国最古の神社の一つです。日本三大楼門のひと
つである楼門や本殿、拝殿など、国の重要文化財
に指定されている建物を数多く有しています。
　鹿島神宮では、年間90を超える祭儀が行われ、
9月の提灯まちや山車巡行、3月の祭頭祭などの
お祭りでは多くの観覧の方で賑わいます。

悠
久
の
歴
史
と
工
業
、

ス
ポ
ー
ツ
の
ま
ち
鹿
嶋



鹿嶋市
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市
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
等
多
様
な
広
報
で

納
付
期
限
を
周
知

鹿
嶋
市
は
、
保
険
税
の
賦
課
と
現
年
度
分

の
特
別
徴
収
は
国
保
年
金
課
、
そ
の
他
の
現

年
度
分
と
過
年
度
分
の
徴
収
は
収
納
課
が
担

当
し
て
い
ま
す
。

納
付
に
つ
い
て
は
、
市
役
所
の
窓
口
で
手

続
き
が
で
き
る
「
ペ
イ
ジ
ー
口
座
振
替
サ
ー

ビ
ス
」
を
導
入
し
て
、
口
座
振
替
を
推
奨
し

て
い
ま
す
。

ま
た
、
納
付
書
に
印
字
さ
れ
て
い
る
バ
ー

コ
ー
ド
か
ら
、コ
ン
ビ
ニ
収
納
の
ほ
か
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
決
済
ア
プ
リ
で
の
納
付
、
eL
‐
Ｑ

Ｒ
コ
ー
ド
を
利
用
し
た
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド

払
い
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
バ
ン
キ
ン
グ
等
で

の
収
納
も
対
応
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
・
市
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ

Ｅ
・
F
a
c
e
b
o
o
k
・
Ｘ
等
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ

を
活
用
し
納
付
期
限
の
お
知
ら
せ
を
し
て
い

る
ほ
か
、
大
型
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
の
デ

ジ
タ
ル
サ
イ
ネ
ー
ジ
を
活
用
し
た
周
知
や
納

税
カ
レ
ン
ダ
ー
の
配
布
等
を
し
て
い
ま
す
。

賞
与
前
や
年
度
末
に
催
告
書
送
付
で

収
納
に
つ
な
げ
る

収
納
対
策
と
し
て
は
、
滞
納
管
理
シ
ス
テ

ム
を
活
用
す
る
こ
と
で
、
国
保
年
金
課
と
収

納
課
で
滞
納
者
が
ど
ち
ら
の
窓
口
に
来
庁
さ

れ
て
も
連
携
が
図
れ
る
よ
う
情
報
共
有
を

行
っ
て
い
る
ほ
か
、
毎
月
第
2
、
第
4
日
曜

日
の
午
前
中
に
納
税
相
談
を
実
施
し
て
い
ま

す
。ま

た
、
催
告
書
を
年
3
回
送
付
し
て
お
り
、

賞
与
前
や
年
度
末
に
納
付
書
付
き
で
送
付
し

て
い
ま
す
。

対
象
者
が
一
目
で
気
づ
く
よ
う
に
オ
レ
ン

ジ
色
の
封
筒
を
使
用
し
、「
重
要
な
お
知
ら

せ 

内
容
を
よ
く
読
ん
で
く
だ
さ
い
」
と
い
う

赤
字
の
文
言
を
記
載
し
て
い
ま
す
。

差
押
え
や
公
売
、
執
行
停
止
を
随
時
実

施
し
、
適
正
な
滞
納
処
分
に
努
め
る

滞
納
者
対
策
と
し

て
、
預
貯
金
、
給
与
、

生
命
保
険
な
ど
の
財

産
調
査
の
結
果
、
財

産
を
発
見
し
た
際
に

は
、
差
押
え
を
随
時

行
っ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
換
価
で

き
る
案
件
に
つ
い
て

は
、
公
売
を
実
施
し

適
正
な
滞
納
処
分
に

努
め
て
い
ま
す
。

予
約
な
し
枠
の
設
定
で

特
定
健
診
受
診
率
ア
ッ
プ
を
図
る

特
定
健
診
の
集
団
健
診
に
つ
い
て
は
、

6
・
7
月
期
・
10
月
期
・
1
月
期
の
年
間
3

期
間
で
、
3
か
所
の
会
場
で
実
施
し
て
お
り
、

4
月
に
受
診
券
と
案
内
を
送
付
し
て
い
ま

す
。

予
約
申
込
期
間
中
は
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ
か
コ
ー
ル

セ
ン
タ
ー
で
の
申
し
込
み
と
し
、
申
込
期
間

後
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー
へ
の
来
所
ま
た
は
電

話
で
の
予
約
と
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
10
月
と
1
月
の
集
団
健
診
で
は
予

約
な
し
枠
を
設
け
、
希
望
者
が
受
診
で
き
る

体
制
と
し
受
診
率
向
上
を
図
っ
て
い
ま
す
。

勧
奨
通
知
で
特
定
健
診
の

受
診
率
向
上
に
つ
な
げ
る

特
定
健
診
の
未
受
診
者
へ
の
対
策
と
し
て

は
、
過
去
の
受
診
デ
ー
タ
等
を
も
と
に
ナ
ッ

ジ
理
論
を
活
用
し
て
、
対
象
者
に
応
じ
た
7

種
類
の
受
診
勧
奨
通
知
を
作
成
し
、
健
診
日

程
に
合
わ
せ
て
6
月
、
8
月
、
11
月
に
送
付

し
て
い
ま
す
。「
は
が
き
が
届
い
た
の
で
健

診
に
来
ま
し
た
。」
と
い
う
方
も
い
ら
っ
し
ゃ

り
、
効
果
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
39
歳
以
下
の
未
受
診
者
に
つ
い
て

も
担
当
者
が
内
容
を
検
討
し
、
案
内
の
は
が

き
を
送
付
し
て
い
ま
す
。

口
座
振
替
の
推
奨
と
適

正
な
滞
納
整
理
業
務
で

収
納
率
向
上
に
努
め
る

鹿嶋市国保年金課国保担当のみなさま

鹿
嶋
市　
国
保
年
金
課
・
収
納
課

納付方法の
お知らせ

保険者紀行

口座振替推奨のチラシ

鹿嶋市役所

特定健診のお知らせ
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対
象
者
に
応
じ
た
保
健
指
導
時
間
の

確
保
で
継
続
的
な
指
導
に
つ
な
げ
る

　

鹿
嶋
市
で
は
特
定
健
診
当
日
に
、
Ｂ
Ｍ
Ｉ

25
以
上
や
“
高
血
圧
Ⅱ
度
以
上
”
で
治
療
中

の
方
も
含
め
て
、
分
割
し
て
初
回
の
保
健
指

導
を
実
施
し
、
連
絡
の
と
り
や
す
い
時
間
帯

や
休
日
を
伺
う
と
と
も
に
、
生
活
習
慣
に
つ

い
て
お
聞
き
す
る
こ
と
で
、
迅
速
か
つ
効
率

的
な
保
健
指
導
に
つ
な
が
る
よ
う
に
し
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
39
歳
以
下
（
特
定
健
診
対
象
前
）

の
受
診
者
に
対
し
て
も
、
特
定
保
健
指
導
の

基
準
や
受
診
勧

奨
判
定
値
に
応

じ
て
保
健
指
導

（
健
診
当
日
を

含
め
）
を
す
る

こ
と
で
、
早
い

時
期
か
ら
生
活

習
慣
の
意
識
づ

け
を
行
い
、
将

来
の
生
活
習
慣
病
の
予
防
・
改
善
に
つ
な
が

る
よ
う
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

保
健
指
導
は
訪
問
や
電
話
、
来
所
な
ど
、

対
象
者
に
応
じ
た
保
健
指
導
の
時
間
を
確
保

す
る
こ
と
で
、
継
続
的
な
指
導
に
つ
な
げ
て

い
ま
す
。

『
生
活
習
慣
病
予
防
講
演
会
（
市
民
健

康
講
座
）』

　

市
内
医
療
機
関
の
医
師
等
を
講
師
に
、
毎

年
、
市
民
健
康
講
座
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

令
和
７
年
度
は
「
高
血
圧
」「
肺
が
ん
」「
糖

尿
病
」「
骨
粗
鬆
症
」
の
4
回
を
実
施
し
ま

し
た
。
市
の
健
康
課
題
で
あ
る
高
血
圧
、
糖

尿
病
等
の
病
態
や
予
防
に
つ
い
て
、講
師
（
医

師
）
の
話
を
聞
く
こ
と
で
、
自
身
の
生
活
習

慣
の
改
善
等
の
実
践

に
つ
な
が
る
よ
う
に

し
て
い
ま
す
。

　

講
座
の
案
内
は
、

健
診
会
場
で
の
チ
ラ

シ
配
布
や
健
診
結
果

に
同
封
し
、
広
報
紙

や
Ｈ
Ｐ
等
で
も
周
知

し
て
い
ま
す
。

　

参
加
者
か
ら
は

『
説
明
が
分
か
り
や

す
く
、
こ
れ
か
ら
の
生
活
習
慣
に
活
か
し
ま

す
。』
な
ど
意
欲
的
な
ご
意
見
が
多
く
あ
り

ま
し
た
。

『
ワ
イ
ワ
イ
食
生
活
講
座
』

　

市
民
を
対
象
に
年
4
回
の
講
座
を
開
催
し

て
い
ま
す
。
令
和
7
年
度
は
「
高
血
圧
」「
糖

尿
病
」
に
つ
い
て
、

保
健
師
か
ら
病
態
や

予
防
等
に
つ
い
て
の

講
話
、
管
理
栄
養
士

か
ら
食
事
に
関
す
る

講
話
と
試
食
（
2
～

3
品
）
を
提
供
し
、

味
の
濃
さ
や
調
理
方

法
等
を
知
っ
て
い
た

だ
き
、
ご
自
身

の
食
生
活
の
改

善
に
つ
な
が
る

よ
う
に
実
施
し

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
フ
ー

ド
モ
デ
ル
等
を

使
用
し
、
野
菜

の
適
量
や
、ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
飲
料

等
の
砂
糖
含
有

量
を
視
覚
的
に

示
し
、
可
視
化

す
る
こ
と
で
よ

り
理
解
し
や
す

く
、
で
き
る
だ

け
行
動
変
容
に

つ
な
が
る
よ
う

工
夫
し
て
行
っ

て
い
ま
す
。
参

加
者
か
ら
は
『
毎
日
の
血
圧
測
定
や
減
塩
を

意
識
し
た
食
事
に
し
よ
う
と
思
う
。』
な
ど

の
声
が
あ
り
、
リ
ピ
ー
タ
ー
の
方
も
多
く
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

食
生
活
改
善
推
進
員
の
活
動

　

鹿
嶋
市
食
生
活
改
善
推
進
連
絡
協
議
会
は

25
名
で
構
成
さ
れ
、
市
民
の
健
康
保
持
・
増

進
の
た
め
、
保
健
セ
ン
タ
ー
や
検
診
会
場
、

公
民
館
や
市
内
施
設
等
で
活
動
し
て
い
ま

す
。
活
動
内
容
は
胃
が
ん
検
診
時
に
減
塩
み

そ
汁
の
提
供
、
減
塩
レ
シ
ピ
や
生
活
習
慣
病

予
防
に
関
す
る
資
料
の
配
布
を
行
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
他
、
お
や
こ
の
料
理
教
室
・
男
性

の
料
理
教
室
・
フ
レ
イ
ル
予
防
教
室
等
を
行

い
、
健
康
づ
く
り
の
周
知
啓
発
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
市
内
の
商
業
施
設
等
で
食
育
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
と
し
て
、
食
に
関
す
る
チ
ラ
シ
等

の
配
布
・
減
塩
や

野
菜
の
積
極
的
な

摂
取
な
ど
の
声
掛

け
を
行
い
、
幅
広

い
世
代
に
向
け
た

食
育
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

市
内
イ
ベ
ン
ト

で
は
、
野
菜
の
計

量
体
験
や
お
箸
で

豆
つ
か
み
体
験
な

ど
食
に
興
味
を

持
っ
て
も
ら
い
、

健
康
づ
く
り
や
食

育
に
関
す
る
周
知

啓
発
を
行
っ
て
い

ま
す
。

鹿嶋市保健センターのみなさま

市
の
健
康
課
題
に
応
じ

た
講
座
に
よ
り
生
活
習

慣
改
善
に
つ
な
げ
る

 
鹿
嶋
市
保
健
セ
ン
タ
ー

フードモデル 食生活講座チラシ

日日    程程：：99月月１１２２日日（（金金））鹿鹿嶋嶋市市保保健健セセンンタターー  

          99月月１１７７日日（（水水））大大野野ふふれれああいいセセンンタターー（（調調理理室室））  
  

時時    間間：：１１００時時００００分分～～１１１１時時３３００分分  
  
内内    容容：：①①高高血血圧圧症症ととはは何何かか。。病病態態ににつついいてて((保保健健師師))  

          ②②高高血血圧圧症症予予防防ののたためめのの食食事事ににつついいてて((管管理理栄栄養養士士))  

★★管管理理栄栄養養士士のの調調理理実実演演後後，，試試食食ががあありりまますす。。  

    

対対    象象：：鹿鹿嶋嶋市市在在住住のの方方（（先先着着 1100名名））  
  
参参  加加  費費：：１１0000円円  
  
  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜＜ワワイイワワイイ食食生生活活講講座座ののごご案案内内＞＞  

◆◆申申込込みみににつついいてて  
  

  方  法：電話・来所（保健センター） 

 必要事項：①氏名 ②生年月日 ③住所 ④電話番号 
 
 申込み・問合せ先：鹿嶋市保健センター 

      《ＴＥＬ》０２９９-８２-６２１８ 
 
申込み締切日：9月４日（木）午後５時１５分まで 

     ※ただし定員になり次第締め切り 

   

 

 

 

  

食食生生活活をを見見直直しし，，高高血血圧圧症症をを予予防防・・改改善善ししよようう！！  

・・高高血血圧圧症症ととはは何何かか知知りりたたいい  

・・血血圧圧のの値値がが高高いい状状態態ででああるる  

・・自自身身やや家家族族がが高高血血圧圧症症とと指指摘摘さされれたた  

・・健健康康的的なな食食事事ににつついいてて知知りりたたいい    ななどど  

～～健健康康づづくくりりののたためめにに予予防防法法をを学学びびまませせんんかか？？～～  

みみななささんん、、気気軽軽ににごご参参加加くくだだささいい。。  

  

    

 

食生活改善推進員の活動（各料理教室の様子）

健診当日の保健指導会場の様子生活習慣病予防講演会（保健センター会場）

高血圧レシピ

◆レモン汁を加えることで，酸味がうま味となり，塩分

を控えても食べやすくなります。 

◆きのこ類は食物繊維やビタミン D を多く含み，満腹感

を得やすい食品のひとつです。 

◆カレー粉を使うことで，スパイシーな香りと辛み，うま味が出ます。 

◆厚揚げは，お肉を使うよりヘルシーにボリューム感があり，調味料が

絡みやすいので，減塩にもなります。

　【令和７年度鹿嶋市ワイワイ食生活講座（高血圧予防）】　　　　　 

【【ききののここののママリリネネ（（レレモモンン風風味味））】】  

材料（２人分）  
にんぶん

　 

　　 

 

　　 

 

 

 

 

 

 

 

　 

 

 

 

【厚揚げのカレーソテー】 

材料　　（２人分）　　 
にんぶん

 

 

 

　　  

  

  

  

  

  

【1 人分の栄養量】 
エネルギ　44　kcal 
たんぱく質　1.4ｇ　　 
脂質　4.7ｇ　 
塩分　0.4ｇ 

作り方　　　 

１．えのきたけとしめじは石づきを取り，食べや

すい大きさに切る。 

２．耐熱容器にきのこ類を入れ，オリーブオイ

ル，・にんにく・塩を入れて，ふんわりラップを

して電子レンジ（500ｗ）で 3 分加熱する。 

３．具材がしんなりとしてきたら，こしょうとレ

モン汁を加えて，粗熱が取れたら，冷蔵庫で冷

やす。あたたかい状態で食べても OK。

作り方 

１．厚揚げは 1 枚を 16 等分に切る。 

２．小松菜は根元を切り，よく水で洗い，4 ㎝長さに切

る。もやしはよく水で洗い，水分を切っておく。 

３．フライパンにオリーブオイルを入れ，小松菜ともやし 

を炒める。 

４．具材がしんなりしたら，厚揚げを加え，よく混ぜ合わ

せた調味料 A を全体に加え，炒めて完成。

えのきたけ　　50ｇ 

しめじ　　　　50ｇ 

※他のきのこでも OK。 

にんにく（おろし）　小さじ 1/2（2ｇ） 

オリーブオイル　　大さじ 1 弱 10ｇ　　 

食塩　　　　　　少々 

こしょう　　　　少々 

レモン汁　　　　大さじ 1/2（8ｇ） 

 

　厚揚げ　　1 枚 

　小松菜　　４０ｇ 

　もやし　　４０ｇ 

　 

　オリーブオイル　　小さじ１ 

カレー粉　　　４ｇ（お好み） 

　　　　酒　　　　　　小さじ２ 

　　　　しょうゆ　　　大さじ 1/2 

　　　　砂糖　　　　　小さじ１

【1 人分の栄養量】 

エネルギ　　123kcal　 

たんぱく質　　6.0ｇ 

脂質　　　　　7..8ｇ　　　　　

塩分　　　　　0.8ｇ

A

ワイワイ食生活講座（高血圧予防）
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　平井海水浴場は、ビーチサッカーやビーチバレーもできる
広い砂浜で遠浅の海水浴場です。

長者ヶ浜
潮騒はまなす
公園前駅

長者ヶ浜
潮騒はまなす
公園前駅

大野潮騒
はまなす公園
大野潮騒

はまなす公園 はまなすの精はまなすの精

砂に
注意!

鹿島サッカー
スタジアム駅
鹿島サッカー
スタジアム駅

JAなめがた
しおさい
JAなめがた
しおさい

カシマサッカー
スタジアム

カシマサッカー
スタジアム 鹿嶋灯台鹿嶋灯台

鹿島神宮
東の一之鳥居
鹿島神宮
東の一之鳥居

下津
海水浴場
下津

海水浴場

鹿島神宮鹿島神宮

鹿島神宮
西の一之鳥居
鹿島神宮

西の一之鳥居

51

124

スタート・ゴール
鹿島神宮駅

駅構内
観光案内所
駅構内
観光案内所

鹿島神宮
駅

鹿島神宮
駅

鹿島城山
公園

鹿島城山
公園

ミニ博物館
ココシカ
ミニ博物館
ココシカ

鹿島神宮鹿島神宮スタート
ゴール

鹿島神宮駅周辺拡大図

「鹿嶋おためしコース」
　東に太平洋、西に北浦を見渡
す鹿嶋市。今回は、自然豊かで
変化に富んだサイクリングを楽
しめる魅力の鹿嶋おためしコー
スをご紹介します。
　鹿島神宮駅をスタート／ゴー
ルの約 27Km、所要時間３時間
のコースです。

　メルカリスタジアム（県立カシマサッカースタジアム）は、
J1鹿島アントラーズのホームスタジアムで、日本初のサッ
カー専用スタジアムです。

メルカリスタジアム 平井海水浴場

道のコンシェルジュ

鹿島灘はまぐりと鹿島たこ
　黒潮と親潮が
ぶつかる最高の
漁場である鹿島
灘で育った鹿嶋
の海の幸は、身
が肉厚で旨味が
豊富。鹿島灘は
まぐりはその大
きさと旨味が抜
群です。また、鹿島たこは、ハマグリやイセエビなど
を食べて育つため甘みが豊かなのが特徴です。

ピーマン
　鹿島地域は
ピーマンの産
地！
　大ぶりで光
り輝くピーマン
は、甘くシャキ
シャキとしてい
ます。
　シンプルに丸焼きにして、種ごと食べると甘さ倍増
です。

鹿嶋市の特産品

鹿嶋市の名所

豊かな自然に恵まれ、新鮮で高品質な農水産物がたくさん生産されています。
四季折々の旬の味覚をぜひ味わってみてください。

＜保険者紀行内の写真提供   鹿嶋市＞
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　令和 8 年 7 月 3 日（金）に標記部会を開催し、
部会長・副部会長の選任後、「令和 8 年度茨城県特
定健康診査・特定保健指導実施者研修」、「健康づ
くりキャンペーン ( 広報物の作成について )」、「医
療費適正化等調査の調査項目」及び「健康づくり
に取り組む 5 つの宣言」について協議した。

　令和 8 年 8 月 19 日（水）に標記協議会を開催し、
報告事項として「第 1 回作業部会の結果について」、
議決事項として「令和 7 年度茨城県保険者協議会
事業報告の認定について」、「令和 7 年度茨城県保
険者協議会歳入歳出決算の認定について」等、7
議案について説明し、原案のとおり承認された。

　メタボリックシンドロームに着目し、標準的な健診・保健指導プログラムを踏まえた健診・保健指導を効果的・
効率的に実施できる人材の育成を目的に、経験年数 1 ～ 2 年の初任者を対象とした研修会を茨城県と共催で
下記のとおり開催した。

◇第1回　動画研修� ―6 月 4 日（木）〜 6 月 18 日（木）
分野 内　　容 講　　師

基
礎
編

（講義）	 ・特定健診・特定保健指導の理念、制度、仕組み
　　　	 ・第 4 期特定健康診査・特定保健指導
　　　	 ・特定保健指導の流れ

淑徳大学看護栄養学部栄養学科
　准教授　坂口景子 氏

技
術
編

（講義）	 生活習慣病やメタボリックシンドロームに関する知識
	 ※アルコールに関する保健指導

茨城県医師会
　常任理事　淀縄　聡 氏

（講義）	 ・歯の健康に関する保健指導
　　　	 ・喫煙習慣者への保健指導
	 ※歯の健康、喫煙に関する保健指導の実際

茨城県歯科医師会
　常務理事　北見英理 氏

（実践報告）
	 ・特定保健指導の実際

茨城町健康増進課
　保健グループ　大須賀亜月 氏

◇第2回　実務者（集合）研修� ―6 月 19 日（金）
　令和 8 年 6 月 19 日（金）茨城県市町村会館「講堂」において、午前中は茨城キリスト教大学生活科学部食
物健康科学科の石川祐一教授による「保健指導に必要な栄養関連の基礎知識」、「行動変容に関する理論と実
践」、「食生活に関する保健指導の実際」と題した講義、午後は初回面接に関するロールプレイを行った。参
加者からは、「ついつい質問攻めのような状況になってしまいがちなので、対象の方が自らお話してもらえる
ような雰囲気づくりができるよ
う、あらためて気をつけたいと
思った。」との声があった。
　また、研修会終了後、茨城県
国民健康保険団体連合会保険事
業課の友部課長より代表者に修
了証書が交付された。

令和8年度茨城県特定健康診査・特定保健指導実施者研修＜初任者（経験1～2年目）向け＞

令和 8年度茨城県保険者協議会第 1回作業部会� ―7 月 3 日（金）

令和 8年度茨城県保険者協議会� ―8 月 19 日（水）

ロールプレイの感想発表の様子 修了証書の交付の様子石川教授の講義
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健
診
で
、血
糖
値
が
高
い
と
言
わ
れ
た
。

ラ
ン
チ
後
の
眠
気
、だ
る
さ
が
気
に
な
る
。

今
が
、
食
生
活
を
見
直
す
タ
イ
ミ
ン
グ
で

す
。
糖
尿
病
に
な
ら
な
い
、
悪
く
し
な
い

た
め
に
体
の
サ
イ
ン
と
向
き
あ
い
ま
し
ょ

う
。

【
糖
尿
病
と
は
】

　
血
糖
値（
血
液
中
の
ブ
ド
ウ
糖
量
）が
、

慢
性
的
に
高
く
な
る
病
気
で
す
。
怖
い
の

は
、
自
覚
症
状
が
な
い
時
か
ら
、
全
身
の

血
管
が
傷
つ
く
こ
と
。
目
、
神
経
、
腎
臓

な
ど
の
細
い
血
管
は
傷
つ
き
や
す
く
、
視

力
低
下
、腎
臓
病
な
ど
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　
や
せ
型
の
人
、
20
～
30
代
で
も
2
型
糖

尿
病
に
な
る
人
が
増
え
て
い
ま
す
。
遺
伝

的
要
因
に
、
偏
っ
た
食
事
、
運
動
不
足
、

ス
ト
レ
ス
な
ど
が
重
な
り
発
症
し
ま
す
。

若
い
世
代
は
重
症
化
し
や
す
い
で
す
。「
ま

だ
、
大
丈
夫
！
」
と
思
わ
ず
、
す
ぐ
に
対

策
し
ま
し
ょ
う
。

【
予
防
＆
改
善
の
ポ
イ
ン
ト
】

　
肥
満
の
方
は
、
体
重
を
へ
ら
す
こ
と
が

最
優
先
。
肥
満
で
な
い
方
は
、
食
事
の
リ

ズ
ム
や
内
容
を
見
直
し
ま
し
ょ
う
。

 
◎
マ
イ
ナ
ス
３
％
の
減
量
か
ら
ト
ラ
イ 

　
体
脂
肪
が
多
い
と
、
血
糖
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
が
悪
化
。
糖
の
貯
蔵
庫
で
あ
る
筋
肉
が

少
な
い
と
、高
血
糖
に
な
り
や
す
い
で
す
。

　
減
量
時
に
筋
肉
を
へ
ら
さ
な
い
よ
う
、

今
よ
り
3
％
へ
ら
す
こ
と
か
ら
始
め
ま

し
ょ
う
。

　
例
え
ば
、
90
㎏
な
ら
、
2
・
7
㎏
（
90

㎏
×
3
％
）
へ
ら
し
ま
す
。
１
か
月
に
１

～
2
㎏
の
減
量
が
お
す
す
め
で
す
。
マ
イ

ナ
ス
2
・
7
㎏
な
ら
、
2
～
3
ヵ
月
で
計

画
を
た
て
ま
し
ょ
う
。
体
は
必
ず
変
わ
り

ま
す
。
自
信
を
も
っ
て
と
り
く
ん
で
く
だ

さ
い
！

 

◎
食
事
の
ポ
イ
ン
ト 

　
3
つ
あ
り
ま
す
。

　
1
．
リ
ズ
ム
よ
く
食
べ
る
。

　
2�

．
糖
質
の
と
り
方
を
か
え
る（
種
類・

量
）。

　
3
．
食
物
繊
維
を
と
る
。

　
表
１
に
、
食
事
チ
ェ
ッ
ク
＆
改
善
案
を

示
し
ま
す
。何
が
、当
て
は
ま
り
ま
す
か
？

　
い
く
つ
か
あ
る
人
は
、
で
き
る
こ
と
か

ら
実
践
し
ま
し
ょ
う
。

【
糖
質
を
と
り
す
ぎ
た
と
思
っ
た
ら
…
】

　
分
か
っ
て
い
て
も
、
食
べ
す
ぎ
て
し
ま

う
こ
と
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。
そ
ん
な
時

は
、
は
や
め
に
調
整
し
ま
し
ょ
う
。

 

◎
前
後
の
食
事
で
調
整 

　
例
え
ば
、
ご
褒
美
ラ
ン
チ
（
パ
ス
タ
＆

パ
ン
＆
ケ
ー
キ
）
で
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
！
予

定
に
あ
わ
せ
て
、
前
後
の
食
事
は
、
糖
質

を
か
る
め
に
し
ま
す
。
１
日
～
３
日
の
間

で
、
糖
質
を
適
量
に
で
き
る
と
ベ
タ
ー
で

す
。

 

◎
体
を
動
か
す 

　
糖
質
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
。
動
い
て
消
費

し
て
し
ま
い
ま
し
ょ
う
。
食
後
に
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
や
ス
ク
ワ
ッ
ト
を
す
る
。
別
の
階

の
ト
イ
レ
に
行
く
。
家
事
で
キ
ビ
キ
ビ
動

く
な
ど
何
で
も
Ｏ
Ｋ
。
有
酸
素
運
動
と
筋

ト
レ
を
く
み
あ
わ
せ
る
と
、
血
糖
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
の
改
善
効
果
が
高
い
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。

 

◎
よ
く
あ
る
質
問
に
お
こ
た
え
し
ま
す 

Q
1　

主
食
は
、
と
ら
な
く
て
も
い
い
？

　
極
端
に
へ
ら
す
の
は
Ｎ
Ｇ
で
す
。
高
血

糖
は
回
避
で
き
て
も
、
肌
の
た
る
み
、
便

秘
、
体
力
低
下
な
ど
デ
メ
リ
ッ
ト
が
多
い

で
す
。
ま
た
、
お
米
を
へ
ら
し
た
分
、
つ

い
甘
い
も
の
に
手
が
の
び
、
結
果
、
糖
質

過
多
に
な
る
人
も
い
ま
す
。

　
白
飯
な
ら
、
１
食
で
茶
碗

１
杯
（
１
５
０ｇ
）
を
目
安

に
と
り
ま
し
ょ
う
。
最
低
で

も
、１
食
で
１
０
０ｇ
は
と
り
た
い
で
す
。

麦
、
雑
穀
を
い
れ
る
と
血
糖
値
が
あ
が
り

に
く
く
お
す
す
め
で
す
。

　
麺
は
、
１
人
前
で
も
、
白
飯
茶
碗
１
杯

よ
り
糖
質
が
多
い
で
す
。
麺
は
続
か
な
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

＊�

肉
体
労
働
の
人
、
ス
ポ
ー
ツ
選
手
は
、

活
動
に
あ
っ
た
量
を
と
り
ま
し
ょ
う
。

糖
尿
病
予
防
＆
改
善
の
た
め
の
食
事

第
6
回
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Q�

2　
果
物
は
、
い
く
ら
食

べ
て
も
大
丈
夫
？

　
食
べ
す
ぎ
は
注
意
で
す
。

体
脂
肪
が
ふ
え
、
血
糖
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
が
悪
く
な
り
ま

す
。
量
と
時
間
を
考
え
ま

し
ょ
う
。
１
日
に
、
り
ん
ご

位
の
大
き
さ
１
個
（
2
0
0

ｇ
）
が
目
安
。
血
糖
値
が
高

い
人
は
、
そ
の
半
分
に
し
ま

し
ょ
う
。
夕
食
後
は
さ
け
、

朝
～
夕
方
ま
で
に
と
り
た
い

で
す
。
秋
の
味
覚
、
さ
つ
ま

芋
（
焼
き
芋
、干
し
芋
）
も
、

と
り
す
ぎ
は
注
意
で
す
。

Q�

3　

野
菜
の
か
わ
り
に
、

ジ
ュ
ー
ス
で
も
い
い
？

　

野
菜
は
で
き
る
だ
け
料

理
で
と
り
、
ジ
ュ
ー
ス
は
お

助
け
ア
イ
テ
ム
に
し
ま
し
ょ

う
。
と
る
な
ら
、「
糖
質
オ

フ
」、「
食
物
繊
維
が
と
れ
る
」

も
の
を
選
ん
で
く
だ
さ
い
。

1
日
2
0
0
㎖
ま
で
と
量
を

決
め
る
こ
と
も
大
事
で
す
。

飲
料
の
糖
は
吸
収
が
は
や

く
、
血
糖
値
が
あ
が
り
や
す

い
た
め
で
す
。ス
ム
ー
ジ
ー
、

果
汁
入
り
は
、
糖
質
が
多
い
の
で
さ
け
ま

し
ょ
う
。

　
野
菜
ジ
ュ
ー
ス
の

他
に
も
、
健
康
に
よ

か
れ
と
飲
ん
で
い
る

も
の
か
ら
、
糖
質
を
余
分
に
と
っ
て
い
る

人
が
い
ま
す
。
よ
く
飲
む
も
の
は
、
栄
養

成
分
表
示（
糖
質
、食
物
繊
維
）を
チ
ェ
ッ

ク
し
ま
し
ょ
う
。

　
最
後
に
！
本
来
、
糖
質
は
、
カ
ラ
ダ
と

コ
コ
ロ
を
豊
か
に
し
て
く
れ
る
も
の
。
茨

城
は
、味
覚
の
宝
庫
で
す
。あ
な
た
に
と
っ

て
、「
食
を
楽
し
み
な
が
ら
、
血
糖
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
も
Ｏ
Ｋ
♪
」
の
バ
ラ
ン
ス
を
、

見
つ
け
て
く
だ
さ
い
ね
。

＊�

医
師
の
指
示
が
あ
る
方
は
、
指
示
を
守

り
ま
し
ょ
う
。

株
式
会
社
フ
ロ
ー
ラ 

代
表
取
締
役

管
理
栄
養
士
、
健
康
運
動
指
導
士

茨
城
県
栄
養
士
会

健
康
づ
く
り
、
ス
ポ
ー
ツ
栄
養
の
分
野
で
活
動
中

プロフィール

花
はなたに

谷 遊
ゆ う こ

雲子

表1　食事チェック＆改善案

Check 項目 こう変えてみよう！

①	 ムラ食い、はや食い、夜おそい食事。

・3食を均等にとる。
・15分以上かけて食べる。噛んでいる時は、箸をおく。
・夕食がおそくなる時は、分食する。
　例：夕方におにぎり 1個＋夜におかず中心の食事。

②	 夕食後に、デザート、果物をとる。 ・お菓子、果物は、昼間にとる。
③	 清涼飲料水、砂糖入りコーヒーをよく飲む。 ・微糖や無糖のものにかえる。

④	 お酒は、ビール、日本酒、梅酒、カクテル派。 ・サイズを小さくする。
・糖質オフのものを選ぶ。焼酎、ハイボールにかえる。

⑤	 エナジードリンク、栄養ドリンク、野菜ジュース、	
スムージー、乳酸菌飲料などを毎日のむ。

・糖質オフのものを選ぶ。過剰にとらない。
・栄養成分表示をみて、糖質量をチェックする。

⑥	 お菓子を、1日 2回とる。 ・お菓子は、1日 1回にする。
・ヨーグルト、チーズ、ナッツ、小魚などにかえる。

⑦	 食事を、菓子パンですませる。 ・食パン、サンドイッチなど甘くないパンにかえる。
・おにぎりにかえる。

⑧	 丼、麺をよく食べる。 ・定食を選び、白飯は小盛りにする。
⑨	 ラーメン、パスタ、カレー、炒飯、ピザなど

油多めの主食をよくとる。
・うどん、そば、炊込みご飯にかえる。
・即席ラーメンは、ノンフライタイプを選ぶ。

⑩　野菜をあまり食べない。 ・食事に野菜をそえる。野菜から食べる。

【血糖値への影響】
①②：糖質が多くなくても、高血糖になりやすい
③④⑤：飲料の糖は吸収が速く、血糖値が急上昇
⑥⑦⑧⑨：糖質過多で、高血糖に
　　　　　⑦⑨は油が多く、あがった血糖値がさがりにくい
⑩：食物繊維不足。血糖値があがりやすい




